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(新) 

 

(旧) 

 
 

位置 新 旧 変更理由 

左側中段 昭和 40 年代には、松戸駅西口周辺地区土地区画整理事業を行うなど、

早くから都市基盤整備に着手してきた。しかし、現在は、都市機能の更

新時期を迎えており、今後、市街地環境の再整備が必要となってきてい

る。 

昭和 40 年代には、松戸駅西口周辺地区土地区画整理事業を行うなど、

早くから都市基盤整備に着手してきたが、現在は、都市機能の更新時期

を迎えており、今後、市街地環境の再整備が必要となってきている。 

昭和４０年代と現在の状況がより対照的に見えるよう 2 文に区切っ

た。 

左側下段 本地域は、商業・業務・住居・行政などの都市機能が多く集まり、長

い歴史の中で、文化・伝統を育んできた本市の中心市街地であり、早急

に様々な課題を克服し、新たな街の魅力を創造していくことによって、

人を呼び込み、活気や賑わいを取り戻していくことが求められている。 

本地域は、商業・業務・住居・行政などの都市機能が多く集まり、長

い歴史の中で、文化・伝統を育んできた本市の中心的な市街地であり、

様々な課題を克服し、街の魅力を高めることで、人を呼び込み、活気や

賑わいを取り戻していくことが求められている。 

 まちづくりの必要性をアピールするため、より強い表現に表記を変更

した。 
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(新) 

 

(旧) 

 

 

位置 新 旧 変更理由 

左側上段 地区が抱える課題や長期的な展望を踏まえた総合的な計画を立て、本市の核

にふさわしい“にぎわい”と“やすらぎ”を感じるまちづくりを実現する。 

地区が抱える課題や長期的な展望を踏まえた総合的な計画を立て、“に

ぎわい”と“やすらぎ”を感じるまちづくりを実現する。 

松戸市の中心市街地としてのまちづくりがイメージできるように語

句を追加した。 

右側中段 まちづくり方針 

まちの将来像に対応したゾーン等の方針の設定 

ゾーン別方針 

まちの将来像に対応したゾーン別方針の設定 

 「シンボル軸」や「水・歴史資源」はゾーンではないため、よりわか

りやすい形に表記を変更した。 

右側中段 地元組織 

市民（説明会・意見公募） 

地元組織・市民  素案から案に修正するに当たり、市民説明会や意見公募を行ったた

め、表記を修正した。 

右側下段 市民（パブリックコメント） パブリックコメント  パブリックコメントは手段であるため、対象者である市民を加え、パ

ブリックコメントはかっこで閉じる形に表記を修正した。 

右側下段 個別事業 《新規》  構想策定で終わるのではなく、構想を基に今後個別事業を展開してい

くというイメージを共有するため表記を追加した。 

右側下段 ※本構想は、今後、社会情勢の変化等にあわせ、５～１０年で適宜見直しを

行います。 

《新規》  社会情勢の変化等に併せて柔軟に変更することを認識してもらうた

め、表記を追加した。 
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(新) 

 

(旧) 

 

 

位置 新 旧 変更理由 

左側上段 【松戸駅周辺の地形の図中】 

相模台 

戸定ヶ丘 

【松戸駅周辺の地形の図中】 

相模台台地 

台地 

相模台は説明文の表記に統一する形に修正した。また、台地となって

いた部分を正式名称である戸定ヶ丘に修正した。 
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(新) 

 

(旧) 

 

 

位置 新 旧 変更理由 

右側上段 旧水戸街道沿道を中心に寺社や歴史的建造物が点在し、近接地には国の重要

文化財に指定されている戸定邸がある。 

旧水戸街道沿道を中心に寺社や歴史的建造物が点在し、近接地には戸定

邸がある。 

 戸定邸の重要さをアピールするため表記を修正した。 

右側下段 ▽住民等の意見 

基本構想素案説明会のアンケート結果より 

 賑わいや活気に乏しく、４８万人都市にふさわしい中心市街地となってい

ない 

 汚い、暗い、狭い、雑然としている、治安が悪いなどのマイナスイメージ

がある 

 買物や食事をしたくなる店が少ない 

 駅やデッキのバリアフリー化が遅れており、道路も歩行者空間が十分に整

備されていない 

 文化施設が不足している 

 緑化をもっと推進して欲しい 

▽住民等の意見 

『松戸市商業商圏調査報告書』より抜粋 

 「雑然としていてスタイリッシュではない」、「活気がない」「汚い」「暗

い」「怖い」など街のイメージが良くない。 

 「バリアフリー未整備」「道路が狭い」「混雑している」「駐車場が少な

い」など交通環境が良くない。 

 「子供を遊ばせる場所が少ない」、「家族でくつろげる場所がない」 な

ど憩いの場が少ない。 

 「買い物や食事をしたくなる場所が少ない」など魅力的なお店が少な

い。 

 基本構想素案説明会の開催時にアンケートを実施しており、商業目的

で行われた調査より本構想の住民等の意見としてふさわしく、また時点

も最新のものとなるため、内容を更新した。 
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(新) 

 

(旧) 

 

 

位置 新 旧 変更理由 

全体 【地区名の右側】 

新たな整備と活気の導入が必要 

シンボルとしての魅力の増加が必要 

新たな都市住宅地としての整備が必要 

場所の魅力を活かした整備が必要 

良好な都市環境の形成が必要 

優れた資源のさらなる活用が必要 

《新規》  地区ごとの課題が一目でわかるように、課題を一言で表した表記を追

加した。 

右側下段 本地域の南側には、国の重要文化財に指定されている戸定邸や緑豊かな千葉

大学園芸学部がある。 

本地域の南側には、国の重要文化財に指定されている戸定邸があるが、

アクセスルートがわかりづらい。 

 まちづくり委員会や市民から緑の充実を求める意見があり、千葉大学

園芸学部は貴重な緑資源として捉えることができるため、現況として追

加する形で文章を修正した。 
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(新) 

 

(旧) 

 

 

位置 新 旧 変更理由 

上段 世界一住みたいまち宣言！ 

～“にぎわい”と“やすらぎ”のまちへ，Be ルネッサンス 松戸～ 

これからも選ばれるまちへ 美(be) ルネッサンス 

～ともに築く“にぎわい”と“やすらぎ”を感じるまち 松戸～ 

まちづくり委員会の審議結果に基づき。コンセプトを修正した。 

左側上段 集客力のある拠点が多数形成され、地域に根ざした個店により結ばれている。 個性あふれる個店などにより、駅や大型商業施設が結ばれている。  まちづくり委員会や地元組織から回遊性をもっと表記した方が良い

との意見があったため、より回遊性がイメージできるような表記に修正

した。 

左側上段 買物や食事が充実したまち 最寄り品から買回り品まで求めるものが揃うまち  まちづくり委員会や市民から食の充実を求める意見があったため、買

物だけでなく食事を表記に追加した。 

左側下段 人の流れを生み出し歩行者に優しいまち 誰もが安全で円滑に移動できるまち  まちづくり委員会や市民から回遊性や歩行者環境の充実を求める意

見があったため、より回遊性や歩行者環境の充実がイメージできるよう

な表記に変更した。 

左側下段 ゆとりある歩行者空間が形成され、樹木や休憩施設などがある。 ゆとりある歩行者空間に樹木や休憩施設などがある。  すでに歩行者空間が形成されているような表記であったため修正し

た。 

左側下段 東西が一体化されたまち 《新規》  まちづくり委員会や議会、市民から東西の連携を強化する必要がある

との意見が合ったため、表記を追加した。 
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位置 新 旧 変更理由 

右側上段 街区再編や共同建替え等により、土地の有効利用と防災性の向上が図られて

いる。 

細分化された敷地の統合や共同建替え等による街区再編が進んでいる。  目的が見えづらい表記であったため、より目的がわかりやすい表記に

修正した。 

右側上段 都市型の利便性の高い住宅が供給されている。 《新規》  住むことを記載する箱に、住宅そのものの良好さの記載がなかったた

め表記を追加した。 

右側上段 地球に優しい環境共生型の住宅が普及している。 環境に優しい低炭素型住宅が普及している。  市民から地球環境に配慮したまちづくりを求める意見があり、CO２

だけでなく幅広く環境に配慮した形に表記を修正した。 

右側上段 子供や若者から高齢者まで安心して暮らせるまち 子供から高齢者まで安心して暮らせるまち  まちづくり委員会や議会から若者への配慮を求める意見があったた

め、より若者を意識した表記に修正した。 

右側下段 価値ある自然や地域資源が活かされ愛着を感じるまち 価値ある地域資源が活かされ楽しめるまち  まちづくり委員会や市民から緑の充実を求める意見があったため、自

然を加えた。また、右側の青で囲った箱は”やすらぎ”側のイメージで

あるため、より”やすらぎ”が意識できるような表記に修正した。 

右側下段 地域資源や特産品が発見され、ＰＲされている。 散策しやすい環境が整っている。  まちづくり委員会において、地域資源の発見・発信をすべきとの意見

があったため追加した。また、地域資源が発見・発信されていれば散策

しやすい環境であると考えられるため、表記を削除した。 

右側下段 地域資源周辺に個性ある飲食店等がある。 地域資源周辺に個性ある飲食店等が建っている。  オープンカフェやイベントなど必ずしも建物にこだわる必要がない

ため、表記を修正した。 

右側下段 まちなかで豊かな緑を感じられる。 《新規》 まちづくり委員会や市民から緑の充実を求める意見があったため、表

記を追加した。 

右側下段 フリーマーケットや文化イベントなど多数の市民活動が展開されている。 フリーマーケットや音楽ライブなど多数のイベントが開催されている。 市民より文化の充実を求める意見があったため、より包括的に読める

ような形に表記を修正した。 
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(新) 

 

(旧) 

 

 

位置 新 旧 変更理由 

左側 １．ゾーン等の区分の考え方 １．ゾーン区分の考え方 (旧)のゾーン等ごとの特性と将来像は前後のページと被っていたため

削除し、全体的なまちの構造とゾーン区分を示す図へと変更した。 

左側下段 羽田空港へのバス便の新設 松戸-成田空港間の直通運行を要請 松戸-成田空港間の直通運行は実現性が薄れたため、削除した。また、

議会より羽田空港へのバス便の新設が提案されたため、追加した。 

右側 ２．松戸駅周辺のソフト展開 《新規》 まちづくり委員会、議会、地元組織からソフト面の充実を求める意見

があったため、新たに松戸駅周辺のソフト展開を追加した。内容につい

ては、松戸市商工業等振興基本方針やまちづくり委員会の意見等を基に

作成した。 
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(新) 

 

(旧) 

 

 

位置 新 旧 変更理由 

左側 【図中】 

台地部を着色 

《新規》  まちづくり委員会で、駅至近に台地部が立地する地形が松戸駅周辺の

特徴の１つであるとの意見があったため、台地部（TP20 以上）を着色

した。 

右側上段 官民連携による複合一体開発を実施し、文化・子育て・教育・商業・公共公

益施設などを配置した複合施設を建設する。 

官民連携による複合一体開発を実施し、商業・アミューズメント・子育

て・教育・公共公益施設などを配置した複合施設を建設する。 

市民から文化の充実を求める意見があり、周辺に大学が立地する環境

であるため、アミューズメントから文化へと変更した。 

右側上段 高低差のある独特な地形を活かした建物デザインや機能的な施設配置を行

う。 

《新規》 まちづくり委員会で、駅至近に台地部が立地する地形が松戸駅周辺の

特徴の１つであるとの意見があったため、多機能拠点も独特な地形を活

かしたデザインや機能配置を行う必要があることから、新規に文章を追

加した。 
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(新) 

 

(旧) 

 

位置 新 旧 変更理由 

上段 中心商業地にふさわしい“にぎわい”を取り戻すため、都市機能の更新を進めると

ともに回遊性・滞留性を向上させる。 

中心商業地にふさわしい“にぎわい”を取り戻すため、新拠点ゾ

ーンとの連携を図りながら、都市機能の更新を進める。 

まちづくり委員会や地元組織から回遊性の充実を求める意見があっ

たため、方向性に回遊性・滞留性の言葉を追加した。 

左側 【図中】 

にぎわい回遊軸とシンボル軸を追加 

《新規》  まちづくり委員会や地元組織から回遊性の充実を求める意見があり、

商業・業務ゾーン全体を回遊するイメージを形成するため、商業的な意

味での回遊の軸であるにぎわい回遊軸を追加した。 

右側中段 ●商業の集積・魅力向上 

 連続的な賑わいを構成していくため、地区計画等による商業等の誘導策や空き店

舗対策などを有効に活用する。 

 商業地としての魅力を向上させるため、こだわりの感じられる景観形成、オープ

ンスペースや休憩場所の創出、地元団体・商店によるイベントなどを促進する。 

●商業施設の立地誘導 

 商業などの賑わいを配置するため、地区計画等による誘導策や

空き店舗対策などを有効に活用する。 

商業・業務ゾーンとしては、商業施設の立地誘導だけでなく商業その

ものの魅力向上が必要であるため、表記を変更した。 

また、まちづくり委員会や地元組織からソフト施策の充実を求める意

見があったため、景観・滞留空間・イベントといった記述を追加した。 

右側中段 ●安全で快適な歩行者空間の充実 

 駅前は、歩いてまわれる快適な環境を創出するため、通過交通の抑制・歩行者天

国・歩行者専用通路の段階的な導入を目指すなど歩行者空間を充実させる。 

 通勤・通学と買物の用途に合わせ、駐輪場整備などの放置自転車対策を行う。 

●安全で快適な歩行者空間の導入 

 駅前は、歩いてまわれる快適な環境を創出するため、一般車両

の通行を制限した歩行者空間の段階的な導入を目指す。 

歩行者空間の取り組み内容について、より多角的・具体的な表記に修

正し、新規の「導入」だけでなく既存のものの活用も含めた「充実」と

いう表記に修正した。 

また、それに伴い、放置自転車対策はこの場所の表記が相応しくなっ

たため、「市街地整備の推進」から移動した。 
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(新) 

 

(旧) 

 

 

位置 新 旧 変更理由 

右側中段 ●良好な住環境の実現 

 都心にふさわしい防災性の高い住宅の供給を促進する。 

 あわせて、低炭素型のまちづくりのため、省エネ化の促進を図る。 

 市街地の防災性向上のため、共同住宅に防災倉庫の設置を促進する。 

 地域コミュニティ活動を支援する。 

●良好な住環境の実現 

 都心にふさわしい住宅の供給を促進する。 

 あわせて、低炭素型のまちづくりのため、省エネ住宅等の促進を図る。 

 市街地の防災性向上のため、共同住宅に防災倉庫の設置を促進する。 

市民から防災性・防犯性の充実を求める声があったため、防災性や地

域コミュニティについて追加した。 

また、市民から地球環境に配慮したまちづくりを求める意見があった

ため、住宅だけでなく幅広く環境問題に取り組むように読める表記に修

正した。 

右側下段 都市計画制度等による規制・誘導 都市計画制度による規制・誘導  都市計画制度にこだわらず、規制・誘導をしていくイメージにするた

め「等」を追加した。 
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(新) 

 

(旧) 

 

 

位置 新 旧 変更理由 

 変更なし   
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(新) 

 

(旧) 

 

 

位置 新 旧 変更理由 

左側 【図中】 

散策回遊軸・シンボル軸・にぎわい回遊軸を追加 

《新規》 まちづくり委員会や地元組織から回遊性の充実を求める意見があ

り、地域全体を回遊するイメージを形成するため、自然・観光的な意

味での回遊の軸である散策回遊軸を追加した。 

左側 【図中】 

地図の縮尺を縮小し、左下に矢切地区を追加した。 

《新規》 散策回遊軸を表記するために図の縮尺を変更した。また、矢切との

連携のイメージをより強めるため、左下に矢切地区の図を追加した。 

右側中段 ●水陸両用バスの運行 

 新たな観光資源を開発するため、松戸駅と「矢切の渡し」を結ぶ水陸両用バ

スを運行する。 

 あわせて矢切に水・歴史・食などの地域資源を活かした観光拠点を整備する。 

●水陸両用バスの運行 

 新たな観光資源を開発するため、松戸駅と「矢切の渡し」を結ぶ水陸

両用バスを運行する。また、水陸両用バスにあわせて矢切に観光拠点

を整備する。 

矢切観光拠点の重要性を鑑み、文章を２つに分けた上で、矢切観光

拠点のイメージを形成するため、水・歴史・食などの地域資源を活か

すといった方向性を追加した。 

右側中段 ●水辺と歴史と緑を楽しめる散策回遊軸の形成 

 坂川沿いに、自然と調和した散策路を整備する。 

 水辺・歴史・緑と調和した良好な街並みを形成するため、地区計画等の活

用を図る。 

 寺社や古民家などの歴史的建造物を交流・観光スポットとして育成する。 

●水辺と歴史を楽しめる散策路の形成 

 坂川沿いに、自然と調和した散策路を整備する。 

 散策路と調和した良好な街並みを形成するため、地区計画等の活用を

図る。 

 寺社や古民家などの歴史的建造物を交流・観光スポットとして育成す

る。 

まちづくり委員会や地元組織から回遊性の充実を求める意見があっ

たため、回遊軸の形成に表記を修正した。 

また、まちづくり委員会や市民から緑の充実を求める意見があった

ため、緑の表記を追加した。 
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(新) 

 

(旧) 

 

 

位置 新 旧 変更理由 

全体 【図中】 

語句の修正 

【図中】 

 

P1～P11 の語句等の修正に伴う修正を行った。 
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(新) 

 

(旧) 

 

 

位置 新 旧 変更理由 

全体 【図】 《新規》 まちづくり委員会開催に伴い追加した。 

 

新規 


